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土
佐
山
内
氏
家
臣
大
庭
氏
の
中
世
系
譜
認
識
と
「
軌
跡
」
―
大
庭
健
氏
蔵
『
大
庭
氏
世
系
図
』
の
紹
介
を
兼
ね
て
―
湯
浅
治
久
専
修
大
学
文
学
部
教
授
は
じ
め
に
中
世
武
士
の
展
開
は
多
様
な
様
態
を
み
せ
る
。
近
年
の
武
士
論
が
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
開
発
地
に
の
み
土
着
し
て
生
き
る
と
い
う
、「
一
所
懸
命
」
の
認
識
は
も
は
や
過
去
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
中
世
に
お
い
て
武
士
は
一
族
内
の
分
業
を
と
も
な
っ
て
列
島
各
地
に
展
開
し
、
活
動
の
痕
跡
を
残
す
場
合
が
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
（
１
）
。
し
か
し
そ
の
同
族
の
展
開
な
い
し
は
関
連
を
明
ら
か
に
で
き
る
氏
族
は
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
各
地
に
痕
跡
を
み
せ
な
が
ら
、
そ
の
同
族
的
な
展
開
を
把
捉
し
う
る
史
料
に
恵
ま
れ
な
い
武
士
も
数
多
い
。
本
稿
で
対
象
と
す
る
東
国
武
士
大
庭
氏
も
そ
う
い
っ
た
一
族
で
あ
る
。
相
模
国
大
庭
御
厨
（
現
在
の
藤
沢
市
・
茅
ヶ
崎
市
付
近
）
を
本
貫
の
地
と
す
る
大
庭
氏
は
、
桓
武
平
氏
の
系
譜
を
ひ
く
鎌
倉
党
の
雄
族
で
あ
り
な
が
ら
、
治
承
・
寿
永
内
乱
に
際
し
て
、
大
庭
景
親
と
同
景
能
が
平
氏
方
と
源
氏
方
に
分
裂
し
て
以
降
、
そ
の
動
向
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
く
、
系
譜
的
な
実
態
す
ら
明
ら
か
で
は
な
い
の
が
現
状
で
あ
っ
た
（
２
）
。
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そ
の
よ
う
な
な
か
、
今
回
紹
介
・
検
討
す
る
機
会
を
得
た
近
世
土
佐
藩
山
内
氏
家
臣
大
庭
氏
（
便
宜
以
降
、「
土
佐
大
庭
氏
」
と
称
す
る
）
の
ご
子
孫
で
あ
る
大
庭
健
氏
蔵
『
大
庭
氏
世
系
図
』
は
、
貴
重
な
素
材
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
周
知
の
ご
と
く
、
山
内
氏
も
相
模
国
の
出
自
を
名
乗
る
東
国
武
士
の
系
譜
を
ひ
く
武
士
で
あ
る
。
筆
者
が
本
史
料
に
関
心
を
抱
い
た
の
も
、
と
も
に
東
国
武
士
を
出
自
に
も
つ
山
内
氏
・
大
庭
氏
の
系
譜
に
興
味
を
ひ
か
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
土
佐
藩
の
大
庭
氏
は
鎌
倉
党
に
出
自
を
も
ち
、
そ
の
後
南
北
朝
〜
室
町
戦
国
期
を
通
じ
て
世
代
を
重
ね
て
き
た
と
い
う
系
譜
認
識
を
有
し
て
い
た
。
そ
こ
に
は
興
味
深
い
記
載
も
あ
り
、
ま
た
東
国
武
士
が
い
か
な
る
転
変
を
重
ね
近
世
の
大
名
家
家
臣
へ
と
転
成
を
遂
げ
る
の
か
、
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
で
き
る
記
述
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
が
本
稿
で
こ
の
史
料
を
紹
介
・
検
討
す
る
所
以
で
あ
る
（
３
）
。
そ
こ
で
以
下
、
ま
ず
『
大
庭
氏
世
系
図
』
の
基
本
的
な
性
格
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
そ
こ
に
み
ら
れ
る
中
世
大
庭
氏
に
か
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
か
わ
る
系
譜
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
土
佐
大
庭
氏
と
、
東
国
武
士
大
庭
氏
を
つ
な
ぐ
「
輪
」
に
つ
い
て
、
現
段
階
で
得
た
若
干
の
知
見
を
披
瀝
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
一
、『
大
庭
氏
世
系
図
』
の
成
立
こ
こ
で
は
ま
ず
、
本
稿
が
対
象
と
す
る
『
大
庭
氏
世
系
図
』
の
史
料
的
性
格
に
つ
い
て
の
検
討
か
ら
は
じ
め
る
こ
と
と
し
よ
う
。
こ
こ
で
言
う
『
大
庭
氏
世
系
図
』
に
は
伝
本
が
三
点
あ
る
。
以
後
古
い
も
の
か
ら
便
宜
、
甲
本
・
乙
本
・
丙
本
と
略
称
す
る
。
甲
本
は
表
紙
に
「
寛
延
元
辰
年
先
祖
書
指
出
閏
十
月
二
九
日
右
御
留
守
居
組
頭
大
庭
彦
三
郎
」
と
あ
り
、
縦
３０

×
横
２３
・
５

、
紙
枚
六
枚
（
含
表
紙
）
の
和
綴
本
で
あ
る
。
表
紙
裏
の
記
載
か
ら
、
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
に
作
成
さ
れ
、
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
に
藩
に
調
え
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
世
系
は
景
自
（
寛
永
九
年
〈
一
六
二
四
〉
―
元
禄
八
年
〈
一
六
九
五
〉）
か
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ら
以
降
と
な
っ
て
い
る
。
正
確
に
言
え
ば
、
こ
の
本
は
他
の
系
図
と
は
成
立
が
異
な
る
も
の
と
な
ろ
う
。
一
方
、
乙
本
は
表
紙
に
『
大
庭
氏
世
系
図
』
と
貼
り
紙
が
な
さ
れ
、
縦
２７

×
横
２０

、
茶
色
の
表
紙
・
裏
表
紙
を
も
ち
、
帳
数
三
四
丁
の
和
綴
本
で
あ
る
。
内
容
は
「
大
庭
氏
世
系
之
図
」
と
し
て
平
姓
・
家
紋
の
説
明
の
あ
と
、
人
皇
五
十
世
・
桓
武
天
皇
か
ら
出
、
上
総
介
と
し
て
東
国
に
下
向
し
た
平
高
望
以
降
の
桓
武
平
氏
の
系
図
・
事
績
を
載
せ
る
。
文
字
は
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
の
景
俊
の
事
績
の
途
中
ま
で
一
筆
で
あ
り
、
こ
の
頃
ま
で
に
成
立
し
た
も
の
と
一
応
は
考
え
ら
れ
る
。
付
箋
が
数
カ
所
に
貼
ら
れ
て
お
り
、
世
系
を
勘
案
し
た
形
跡
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
丙
本
は
縦
２７
・
３

×
横
２０

と
大
き
さ
と
装
丁
が
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
表
紙
・
裏
表
紙
が
紺
色
で
あ
る
。
帳
数
は
四
五
丁
で
あ
り
、
乙
本
と
途
中
ま
で
は
同
一
の
内
容
で
あ
り
、
乙
本
を
追
補
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
文
字
を
み
る
と
文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
）
の
景
保
の
項
ま
で
が
一
筆
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
こ
の
頃
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
以
降
い
く
筆
か
の
別
筆
で
書
き
継
が
れ
明
治
に
及
ん
で
い
る
（
図
１
を
参
照
）。
つ
ぎ
に
こ
れ
ら
の
関
連
と
成
立
に
つ
い
て
だ
が
、
ま
ず
甲
本
が
土
佐
藩
の
意
向
を
受
け
て
大
庭
氏
か
ら
藩
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
他
の
乙
・
丙
本
も
含
め
、
土
佐
藩
の
主
導
に
よ
る
家
臣
の
系
譜
調
査
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
（
４
）
。
し
た
が
っ
て
一
八
世
紀
半
ば
ま
で
に
、
そ
れ
以
前
の
自
家
の
系
譜
に
つ
い
て
の
何
ら
か
の
資
料
が
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
、
そ
の
原
「
資
料
」
の
性
格
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
情
報
は
少
な
い
。
し
か
し
わ
ず
か
だ
が
見
逃
し
得
な
い
情
報
が
あ
る
。
乙
本
に
は
二
箇
所
な
が
ら
作
成
者
が
異
本
を
参
照
し
た
と
お
ぼ
し
い
記
載
が
あ
る
。
ま
ず
室
町
期
の
政
道
の
記
載
「
薙
髪
而
号
円
人
」
に
続
け
て
割
注
に
「
私
云
入
歟
、
如
本
写
之
」
と
あ
る
。
政
道
の
法
名
に
つ
い
て
、
乙
本
の
記
主
が
疑
義
を
持
ち
独
自
に
勘
案
し
て
お
り
、
結
局
は
「
本
」
の
よ
う
に
写
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
戦
国
期
の
景
長
に
つ
い
て
「
母
卒
去
之
年
紙
虫
喰
不
見
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
乙
本
は
、
明
ら
か
に
異
本
（「
本
」）
を
参
照
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
本
」
こ
そ
、
中
世
の
家
譜
情
報
を
記
し
た
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?
A?
?
B?
?
C?
『「
原
」
大
庭
氏
世
系
図
』
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
乙
本
の
作
成
の
時
点
で
、
甲
本
と
は
別
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
土
佐
大
庭
氏
の
中
世
以
来
の
系
譜
を
記
す
「
原
」
資
料
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
三
つ
の
『
大
庭
氏
世
系
図
』（
以
下
、『
世
系
図
』
と
略
す
）
は
厖
大
な
も
の
で
、
全
体
を
こ
こ
で
到
底
紹
介
で
き
な
い
の
で
、
ま
ず
『
世
系
図
』
の
当
初
か
ら
近
世
初
頭
ま
で
の
系
図
を
復
元
し
た
も
の
を
「
土
佐
大
庭
氏
中
世
略
系
図
」
と
し
て
掲
げ
る
（
図
２
）。
こ
こ
か
ら
ま
ず
土
佐
大
庭
氏
の
系
図
と
し
て
の
基
本
的
な
性
格
を
検
討
し
て
お
こ
う
。
こ
の
う
ち
（
Ａ
）
と
し
た
部
分
、
桓
武
天
皇
か
ら
鎌
倉
景
正
ま
で
の
世
系
は
、『
尊
卑
分
脈
』
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
ま
た
、（
Ｂ
）
と
し
た
鎌
倉
景
明
か
ら
大
庭
景
宗
ー
景
能
の
世
系
は
、『
系
図
纂
要
』
と
一
致
す
る
。
し
か
し
（
Ｃ
）
と
し
た
大
庭
景
信
か
ら
近
世
初
期
の
勝
長
ま
で
の
世
系
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
他
の
史
料
か
ら
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
（
Ｃ
）
の
記
載
を
勘
案
す
る
こ
と
で
、
東
国
武
士
大
庭
氏
か
ら
土
佐
大
庭
氏
ま
で
の
一
つ
の
転
変
の
様
態
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
従
来
こ
の
点
に
つ
い
て
の
情
報
が
ま
っ
た
く
不
明
で図２ 土佐大庭氏中世略系図
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あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
貴
重
な
記
述
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、（
Ａ
）・（
Ｂ
）
段
階
に
お
け
る
鎌
倉
党
―
大
庭
氏
の
系
譜
（
系
図
）
も
、
実
際
の
と
こ
ろ
か
な
り
錯
綜
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
石
井
進
氏
は
（
５
）
、
上
に
掲
げ
た
二
つ
の
系
図
の
他
、『
正
宗
寺
本
鎌
倉
党
系
図
』を
あ
げ
て
相
互
の
関
係
を
検
討
し
て
い
る
が
、
大
庭
御
厨
の
開
発
領
主
で
あ
る
景
正
（
政
）
に
至
る
ま
で
の
系
譜
も
一
致
せ
ず
、
ま
た
諸
史
料
を
勘
案
す
る
と
、
景
正
以
降
の
鎌
倉
党
の
武
士
も
、
い
く
つ
か
の
系
統
が
分
か
れ
対
立
や
紛
争
を
は
ら
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
家
方
に
つ
い
で
死
罪
と
な
っ
た
大
庭
景
親
、
富
士
の
巻
狩
り
の
直
後
に
何
故
か
失
脚
し
た
と
い
う
源
頼
朝
の
股
肱
の
臣
で
あ
る
景
能
の
子
と
目
さ
れ
る
大
庭
景
兼
が
『
吾
妻
鏡
』
に
み
え
る
が
、
和
田
合
戦
で
討
死
し
て
以
降
、
大
庭
氏
の
系
譜
は
不
明
と
な
る
。
ま
た
事
績
が
あ
る
程
度
知
ら
れ
る
後
裔
も
、
や
や
離
れ
た
三
浦
半
島
の
地
名
で
、
三
浦
氏
に
近
い「
長
江
」
を
名
乗
る
点
な
ど
も
、
こ
う
し
た
混
乱
に
端
を
発
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
点
は
本
稿
の
主
題
で
は
な
い
の
で
、
こ
れ
以
上
立
ち
入
ら
な
い
が
、
土
佐
大
庭
氏
の
初
期
段
階
の
系
図
も
、（
Ａ
）
と
（
Ｂ
）
を
意
図
的
に
継
い
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
そ
の
系
譜
的
問
題
も
後
考
を
待
つ
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
て
お
く
。
大
庭
氏
の
世
系
は
当
初
か
ら
検
討
が
難
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
踏
ま
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
二
、
土
佐
大
庭
氏
の
中
世
系
譜
認
識
さ
て
、
以
上
を
前
提
と
し
て
、（
Ｃ
）
の
部
分
の
概
略
を
乙
本
の
記
述
か
ら
紹
介
し
て
み
よ
う
。
【
鎌
倉
期
】
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景
信
か
ら
景
元
の
五
代
が
相
当
す
る
。
景
信
は
頼
朝
に
仕
え
奥
州
合
戦
で
戦
功
を
あ
げ
、「
前
川
庄
一
千
余
貫
」
を
賜
っ
た
。
つ
ぎ
の
景
祐
は
実
朝
に
仕
え
和
田
合
戦
・
承
久
の
乱
で
活
躍
し
、「
豆
州
之
熱
見
庄
」
を
賜
り
、
建
長
元
年
（
一
二
四
九
）
に
「
駿
州
矢
部
観
音
堂
」
の
建
立
の
際
に
は
奉
行
を
務
め
た
。
つ
ぎ
の
景
盛
は
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
に

砥
藤
綱
の
妹
を
娶
り
、
文
永
八
年
（
一
二
七
一
）
に
は
子
盛
元
に
家
督
を
譲
る
。
ま
た
弘
安
三
年
（
一
二
八
〇
）
に
は
「
美
作
国
久
心
寺
」
を
建
て
開
基
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ぎ
の
盛
元
は
永
仁
三
年
（
一
二
九
五
）、
北
条
貞
時
の
命
に
背
き
「
羽
州
由
利
」
に
配
流
さ
れ
て
い
る
。
つ
ぎ
の
景
元
は
文
保
二
年
（
一
三
一
八
）
に
近
江
「
大
津
宿
」
の
代
官
と
な
り
、
正
慶
（
元
弘
）
の
乱
に
際
し
て
は
新
田
義
貞
の
手
に
属
し
た
が
、
病
を
得
、
建
武
元
年
（
一
三
三
四
）
に
卒
し
た
。
【
南
北
朝
期
】
景
平
か
ら
武
政
の
三
代
が
相
当
す
る
。
景
平
は
足
利
尊
氏
に
属
し
各
地
を
転
戦
し
、
貞
和
五
年
（
一
三
四
九
）
に
「
上
野
沼
田
」
三
千
貫
、「
相
州
」
に
千
貫
の
「
采
地
」
を
得
、
さ
ら
に
延
文
二
年
（
一
三
五
七
）
に
は
「
前
橋
宮
方
」
の
大
館
有
朝
を
攻
め
五
千
貫
を
領
す
る
が
、
そ
の
後
「
宮
方
」
に
属
し
尊
氏
の
怒
り
を
買
い
、
佐
々
木
道
誉
と
合
戦
に
及
ぶ
。
景
平
は
「
沼
田
城
」
を
攻
め
ら
れ
信
濃
に
遁
れ
る
、
ま
た
奪
還
を
企
て
る
が
同
三
年
に
死
去
す
る
。
子
の
景
武
は
延
文
五
年
に
将
軍
家
に
赦
さ
れ
「
沼
田
城
」
に
居
り
、
相
模
に
千
貫
の
「
采
禄
」
を
賜
り
応
安
七
年
（
一
三
七
四
）
に
死
去
、
子
の
武
政
に
は
事
績
が
な
い
。
【
室
町
期
】
景
氏
か
ら
景
高
の
四
代
が
相
当
す
る
。
景
氏
は
武
政
の
子
で
、
応
永
三
〇
年
（
一
四
二
三
）
に
「
房
州
駒
込
城
」
を
攻
め
、「
太
田
持
高
」
に
殺
さ
れ
た
と
い
う
。
孫
の
景
秀
は
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）
に
「
上
杉
左
馬
頭
」
の
命
に
よ
り
。
武
州
河
越
の
謀
反
人
北
条
専修人文論集１００号 36
祐
綱
と
各
務
原
仲
平
ら
を
殺
し
た
武
功
に
よ
り
「
相
州
木
下
庄
」
を
得
て
城
を
構
え
る
。
し
か
し
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
に
上
杉
氏
に
謀
叛
の
咎
を
掛
け
ら
れ
て
合
戦
に
及
び
、
長
子
景
家
、
二
男
景
治
は
命
を
損
な
っ
た
。
三
男
景
文
、
四
男
景
勝
が
防
戦
す
る
な
か
、
父
景
秀
は
五
男
景
高
と
と
も
に
「
豆
州
真
鶴
」
に
隠
遁
す
る
が
、
景
文
と
景
勝
は
こ
の
時
自
殺
し
た
。
景
秀
は
永
正
元
年
（
一
五
〇
四
）
に
豆
州
に
て
卒
し
た
。
【
戦
国
・
織
豊
期
】
景
秀
の
五
男
景
高
と
そ
の
子
で
あ
る
景
行
、
ま
た
六
男
で
あ
る
景
長
と
そ
の
子
で
あ
る
正
長
（
貞
兼
）、
そ
の
子
勝
長
の
世
代
が
相
当
す
る
。
こ
こ
で
世
系
が
二
つ
に
分
か
れ
景
高
と
景
長
の
兄
弟
と
そ
の
従
兄
で
あ
る
景
行
と
正
長
の
事
績
が
中
心
と
な
る
。
ま
ず
景
高
は
今
川
に
仕
え
る
と
あ
る
が
事
績
は
そ
れ
の
み
で
あ
る
。
子
の
景
行
は
、
天
文
九
年
（
一
五
四
〇
）
に
「
三
州
」
に
来
、
源
（
松
平
）
広
忠
に
謁
し
た
後
、
松
平
家
康
に
仕
え
る
。
家
康
が
「
三
州
豊
蔵
寺
」
で
学
問
を
し
た
際
に
も
こ
れ
に
随
い
、
天
文
一
八
年
に
（
一
五
四
九
）
広
忠
が
逝
去
の
あ
と
、
家
康
が
「
尾
州
名
護
屋
」
に
蟄
居
の
際
に
も
随
っ
て
い
る
。
や
が
て
永
禄
年
間
、
三
河
岡
崎
を
拠
点
に
「
寺
部
城
」
を
攻
め
た
際
な
ど
に
扈
従
の
臣
と
し
て
活
躍
、
天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
の
織
田
信
長
弑
殺
の
際
の
、
家
康
の
伊
賀
越
え
の
折
り
に
、
伊
勢
よ
り
の
船
中
で
不
幸
に
も
頓
死
を
遂
げ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
景
長
の
事
績
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
原
「
家
譜
」
の
脱
落
も
あ
っ
て
伝
わ
ら
ず
、
子
の
正
長
の
事
績
が
中
心
と
な
る
が
、
そ
れ
は
従
兄
で
あ
る
景
行
と
、
あ
る
種
競
い
合
う
よ
う
な
も
の
と
し
て
描
か
れ
る
。
正
長
は
天
文
二
二
年
（
一
五
五
三
）
に
遠
州
に
生
ま
れ
、
以
降
徳
川
家
康
が
「
駿
州
臨
済
寺
」
で
手
習
い
の
際
に
御
前
で
硯
水
を
取
る
な
ど
し
た
が
、
や
が
て
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
に
な
る
と
遠
州
か
ら
甲
斐
国
に
赴
き
、
同
三
年
の
三
方
原
合
戦
に
は
お
い
て
は
武
田
信
玄
に
随
い
武
功
を
あ
げ
た
。
そ
の
後
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
に
信
玄
が
死
去
し
た
後
は
、
豊
臣
秀
次
に
仕
え
、
天
正
一
八
年
（
一
五
九
○
）
の
小
田
原
北
条
氏
の
討
伐
の
際
に
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は
「
秀
次

母
衣
之
列
十
三
人
」
の
一
人
に
「
大
庭
土
佐
（
守
）」
と
し
て
列
し
て
い
る
。
秀
次
が
謀
叛
の
咎
に
よ
り
失
脚
の
後
は
石
田
三
成
に
仕
え
る
が
、
関
ヶ
原
の
戦
い
で
石
田
が
敗
れ
た
後
は
、
山
内
一
豊
に
「
年
来
之
交
」
に
て
属
し
、
土
佐
の
幡
多
郡
中
村
郷
に
住
し
た
。
し
か
し
正
長
の
遍
歴
は
こ
れ
で
終
わ
ら
ず
、
慶
長
一
九
年
（
一
六
一
四
）
の
大
阪
の
陣
に
も
織
田
頼
長
の
手
の
一
人
と
し
て
出
陣
し
活
躍
す
る
。
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
に
七
五
才
で
卒
し
た
と
あ
る
。
＊
＊
＊
以
上
を
受
け
ま
ず
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
歴
代
の
事
績
が
「
事
実
」
で
あ
る
と
俄
に
は
実
証
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
一
般
に
こ
う
し
た
家
譜
が
家
を
様
々
な
事
績
に
よ
り
飾
る
こ
と
は
あ
り
え
る
こ
と
で
、
む
し
ろ
そ
う
し
た
性
格
が
ゆ
え
に
家
譜
が
成
立
す
る
と
さ
え
言
い
得
る
。
と
く
に
鎌
倉
期
以
降
、「
」
で
括
っ
た
固
有
名
詞
を
歴
史
的
事
実
と
し
て
論
じ
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
史
料
を
徴
す
る
こ
と
が
現
在
の
と
こ
ろ
筆
者
に
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
『
世
系
図
』
そ
の
も
の
の
価
値
を
全
く
減
じ
て
し
ま
う
の
も
正
し
く
は
な
い
。
そ
の
理
由
は
い
く
つ
か
あ
る
。
一
つ
に
は
我
々
の
知
識
以
上
に
実
際
の
史
実
の
広
が
り
が
あ
る
こ
と
を
否
定
し
得
な
い
こ
と
が
あ
る
。
な
か
な
か
難
し
い
が
、
今
後
の
精
査
次
第
で
は
史
実
と
把
握
し
得
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
そ
し
て
二
つ
に
は
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
系
譜
認
識
の
も
と
に
な
る
原
「
資
料
」
が
土
佐
大
庭
氏
に
伝
来
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
生
み
出
し
た
中
〜
近
世
の
武
士
の
「
家
」
意
識
こ
そ
を
歴
史
的
に
問
題
と
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
に
お
け
る
考
察
は
、
こ
う
し
た
意
識
を
生
み
出
し
た
「
事
実
」
の
痕
跡
を
、
系
譜
認
識
か
ら
探
る
、
と
い
う
方
法
を
採
り
た
い
。
そ
こ
に
土
佐
大
庭
氏
の
歩
み
を
垣
間
見
れ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
視
角
か
ら
ま
ず
、
大
庭
氏
の
中
世
系
譜
認
識
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
を
指
摘
し
て
み
よ
う
。
ま
ず

、
鎌
倉
時
代
に
は
幕
府
御
家
人
と
し
て
東
国
で
活
動
し
て
い
た
大
庭
氏
が
、
南
北
朝
期
以
降
は
基
本
的
に
足
利
氏
に
従
う
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
後
、

、
室
専修人文論集１００号 38
町
期
に
は
足
利
氏
重
臣
の
上
杉
氏
と
確
執
を
持
ち
な
が
ら
も
引
き
続
き
東
国
で
活
動
し
て
い
た
が
、
一
五
世
紀
末
に
戦
乱
で
家
が
没
落
し
、
兄
弟
・
従
兄
に
分
裂
す
る
事
績
を
持
つ
、
と
い
う
点
、
そ
し
て

、
戦
国
・
織
豊
期
に
は
東
国
を
離
れ
、
東
海
に
活
動
の
場
を
移
し
、
今
川
・
徳
川
・
武
田
と
い
っ
た
大
名
た
ち
と
関
係
を
持
ち
、
さ
ら
に
豊
臣
大
名
で
あ
る
豊
臣
秀
次
や
石
田
三
成
ら
と
関
係
を
持
ち
、
そ
の
過
程
で
山
内
氏
と
邂
逅
す
る
。
と
く
に
戦
国
期
以
降
は
記
述
も
多
く
詳
細
に
な
る
点
、
の
三
点
で
あ
る
。
こ
の
特
色
は
、
そ
の
ま
ま
東
国
武
士
大
庭
氏
が
土
佐
大
庭
氏
へ
と
変
貌
し
て
ゆ
く
過
程
を
大
枠
で
表
現
し
て
い
る
、
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
以
下
で
は
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
別
に
史
料
を
徴
す
る
こ
と
で
、
大
庭
氏
の
転
変
を
で
き
得
る
か
ぎ
り
検
討
し
て
み
た
い
と
考
え
る
。
三
、
東
国
武
士
大
庭
氏
の
転
変
【
諸
国
の
大
庭
氏
】
ま
ず
は
定
石
ど
お
り
、
太
田
亮
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』（
角
川
書
店
）
第
一
巻
の
「
大
庭
オ
ホ
バ
オ
ホ
ム
ハ
オ
ホ
ニ
ハ
」
の
項
を
引
き
、
さ
ら
に
「
大
場
オ
ホ
バ
」
項
を
参
看
し
、
諸
国
の
大
庭
（
大
場
）
氏
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
結
果
一
四
の
「
大
庭
氏
」
を
見
い
だ
せ
る
が
、
直
接
は
関
係
が
な
い
和
泉
・
河
内
の
大
庭
造
、
美
作
の
大
庭
臣
、
陸
前
大
庭
氏
、
宇
都
宮
流
大
庭
氏
、
藤
原
北
家
上
杉
氏
流
大
庭
氏
、
石
見
・
豊
前
・
筑
後
の
大
庭
氏
を
ひ
と
ま
ず
除
く
と
、
注
目
す
べ
き
は
以
下
の
氏
族
で
あ
る
。
桓
武
平
氏
鎌
倉
流
は
本
宗
と
し
て
除
き
、

、
武
蔵
国
荏
原
郡
の
大
庭
氏
。
こ
れ
は
武
蔵
の
吉
良
氏
の
四
天
王
で
あ
り
、
井
伊
家
の
代
官
役
と
あ
る
。
こ
れ
は
世
田
谷
吉
良
氏
の
家
臣
よ
り
起
こ
っ
た
大
庭
（
大
場
）
氏
で
あ
り
、
足
利
氏
と
の
関
連
を
示
唆
す
る
。

、
陸
奥
岩
代
二
本
松
の
大
庭
（
大
場
）
氏
が
あ
る
。
こ
れ
も
畠
山
氏
お
よ
び
石
橋
氏
の
家
臣
と
あ
り
、

と
同
様
に
足
利
氏
と
の
関
連
が
問
わ
れ
よ
う
。
こ
の


は
平
姓
大
庭
氏
の
本
貫
地
相
模
と
も
関
連
が
あ
り
、
一
括
し
て
後
に
論
じ
た
い
。
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ま
た

、
三
河
の
大
庭
（
大
場
）
氏
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
大
庭
氏
は
渥
見
郡
阿
志
神
社
旧
社
家
（
現
愛
知
県
田
原
町
に
所
在
）
と
あ
り
、
大
場
氏
の
場
合
は
深
溝
城
主
・
大
場
次
郎
左
衛
門
が
あ
る
（
現
愛
知
県
幸
田
町
深
溝
）。
三
河
国
は
『
世
系
図
』
に
景
行
の
来
往
が
描
か
れ
た
地
で
、
か
つ
足
利
氏
と
関
連
が
深
い
。
検
討
に
値
す
る
の
で
こ
れ
も
後
で
取
り
上
げ
た
い
。
さ
ら
に

、
遠
江
の
大
庭
氏
が
あ
る
。
こ
れ
は
佐
野
郡
大
庭
邑
よ
り
起
こ
る
、
と
あ
る
。
遠
江
国
も
『
世
系
図
』
に
正
長
の
生
国
と
し
て
登
場
し
、
か
つ
三
河
国
と
も
隣
接
し
て
お
り
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
独
自
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
平
姓
大
庭
氏
と
『
世
系
図
』
に
関
わ
る
大
庭
（
大
場
）
氏
の
探
索
の
手
掛
か
り
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
。
以
下
で
こ
れ
ら
を
さ
ら
に
検
討
し
て
ゆ
こ
う
（
６
）
。
【
相
模
・
武
蔵
国
の
大
庭
氏
】
ま
ず
相
模
国
に
お
け
る
大
庭
氏
に
つ
い
て
み
よ
う
。
平
姓
大
庭
氏
の
動
向
は
不
明
な
が
ら
、
鶴
ヶ
岡
八
幡
宮
の
小
別
当
と
し
て
大
庭
氏
が
み
え
る
。
小
別
当
は
鎌
倉
時
代
よ
り
み
え
る
職
掌
で
、
八
幡
宮
に
あ
っ
て
社
内
の
掃
除
や
御
供
及
び
御
燈
の
こ
と
を
奉
行
す
る
。
く
だ
っ
て
室
町
期
以
降
の
鶴
岡
八
幡
宮
関
係
の
史
料
に
は
、
大
庭
宮
能
・
弘
能
な
ど
の
名
が
散
見
さ
れ
、
ま
た
『
相
州
文
書
』
に
は
小
別
当
が
か
つ
て
保
持
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
『
大
庭
文
書
』
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
原
本
は
散
逸
し
て
い
る
（
７
）
。
こ
の
大
庭
氏
の
系
譜
は
、
一
説
に
よ
る
と
平
姓
大
庭
氏
か
ら
で
る
と
す
る
も
の
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
鎌
倉
の
膝
元
に
い
る
こ
の
大
庭
氏
の
系
譜
の
検
討
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
つ
ぎ
に
武
蔵
国
荏
原
郡
の
大
庭
（
大
場
）
氏
だ
が
、
天
正
二
○
年
（
一
五
九
二
）
の
東
京
都
世
田
谷
区
の
勝
国
寺
蔵
木
造
薬
師
如
来
三
尊
像
の
胎
内
文
書
に
「
拾
二
神
六
躰
分
願
主
大
場
越
後
守
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
戦
国
期
に
は
存
在
し
て
お
り
、
世
田
谷
郷
の
領
主
吉
良
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
（
８
）
。
そ
の
後
、
近
世
に
世
田
谷
郷
が
彦
根
井
伊
氏
の
所
領
に
編
入
さ
れ
る
と
、
そ
の
代
官
に
任
命
さ
れ
る
。
世
田
谷
区
に
現
在
も
残
る
代
官
屋
敷
は
大
場
氏
の
屋
敷
で
あ
る
（
９
）
。
吉
良
氏
は
三
河
国
幡
豆
郡
吉
良
庄
を
本
貫
と
す
る
足
利
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氏
の
一
族
で
か
つ
有
力
被
官
で
あ
り
、
世
田
谷
の
大
庭
（
大
場
）
氏
は
足
利
氏
・
吉
良
氏
と
の
関
わ
り
が
推
測
さ
れ
る
。
世
田
谷
吉
良
氏
は
奥
州
で
活
躍
し
た
の
ち
、
鎌
倉
公
方
足
利
氏
と
の
所
縁
に
よ
り
一
五
世
紀
の
初
頭
に
は
世
田
谷
に
土
着
し
た
一
族
で
あ
る
（
１０
）
。
吉
良
氏
と
荏
原
郡
の
大
庭
氏
と
の
接
点
は
、
相
模
・
武
蔵
の
武
家
社
会
か
、
奥
州
で
の
活
躍
期
（
さ
き
の
石
橋
氏
や
畠
山
氏
と
の
関
連
を
み
よ
）、
あ
る
い
は
後
述
の
三
河
国
に
お
け
る
大
庭
氏
の
活
動
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
い
ず
れ
に
せ
よ
、
足
利
氏
と
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
に
な
り
、
土
佐
大
庭
氏
の
動
向
と
一
致
し
て
い
る
。
【
三
河
国
の
大
庭
氏
】
そ
こ
で
三
河
国
の
大
庭
氏
に
つ
い
て
み
た
い
。
三
河
国
は
足
利
氏
が
鎌
倉
時
代
に
守
護
を
つ
と
め
た
重
要
な
拠
点
で
あ
り
、
一
族
の
本
拠
地
が
多
く
、
吉
良
氏
の
本
貫
地
で
あ
る
吉
良
庄
も
存
在
す
る
国
で
あ
る
。
こ
の
三
河
国
で
は
大
庭
氏
に
と
っ
て
重
要
な
所
見
が
得
ら
れ
る
。
ま
ず
観
応
元
年
（
一
三
五
○
）
十
二
月
に
、
三
河
国
額
田
郡
で
は
足
利
氏
被
官
の
「
一
揆
」
が
形
成
さ
れ
る
が
、
そ
の
な
か
に
大
庭
氏
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
史
料
を
あ
げ
よ
う
。
（
花
押
影
・
足
利
直
義
）
於
参
河
国
額
田
郡
、
去
観
応
元
十
二
月
十
日
、
揚
御
旗
一
揆
人
数
交
名
注
文
事
粟
生
藤
左
衛
門
尉
為
広
簗
田
平
太
資
国
山
室
四
郎
左
衛
門
尉
俊
秋
宮
重
新
右
衛
門
尉
定
平
河
路
左
衛
門
三
郎
家
兼
鹿
嶋
中
務
丞
頼
広
（
中
略
）
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高
宮
左
衛
門
三
郎
義
景
椙
山
左
衛
門
三
郎
宗
高
同
八
郎
宗
弘
同
彦
三
郎
宗
俊
同
五
郎
宗
重
大
庭
弥
平
太
氏
景
（
中
略
）
已
上
弐
拾
壱
人
（
１１
）
観
応
元
年
（
一
三
五
〇
）
は
、
足
利
尊
氏
・
直
義
の
対
立
「
観
応
の
擾
乱
」
が
惹
起
さ
れ
る
年
だ
が
、
こ
の
交
名
は
直
義
が
関
東
へ
没
落
す
る
直
前
に
作
成
さ
れ
、
直
義
が
花
押
を
据
え
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
武
士
た
ち
は
直
義
党
の
足
利
氏
被
官
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
１２
）
。
彼
ら
が
直
義
の
「
御
旗
」
の
も
と
、「
一
揆
」
を
結
成
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
足
利
氏
被
官
に
よ
る
「
額
田
郡
一
揆
」
と
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
な
か
に
「
大
庭
弥
平
太
氏
景
」（
傍
線
部
）
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
三
河
大
庭
氏
は
「
景
」
を
名
乗
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
平
姓
鎌
倉
党
大
庭
氏
の
主
な
通
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
姓
大
庭
氏
の
一
流
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
新
行
紀
一
氏
に
よ
れ
ば
、
鎌
倉
期
に
足
利
義
氏
が
額
田
郡
地
頭
職
を
得
て
以
来
、
同
地
に
は
そ
の
被
官
で
あ
る
高
・
粟
生
・
倉
持
・
大
平
・
坂
上
・
伊
勢
・
板
倉
・
和
田
の
諸
氏
ら
が
散
見
さ
れ
る
と
い
い
、
交
名
に
も
そ
れ
ら
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
（
１３
）
。
た
だ
、
こ
れ
ら
伝
統
的
な
被
官
の
な
か
に
は
大
庭
氏
の
名
は
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
『
太
平
記
』
巻
二
八
に
は
、
同
年
七
月
、
中
国
地
方
で
足
利
直
冬
勢
と
戦
う
高
師
泰
の
軍
勢
の
な
か
に
「
大
庭
孫
三
郎
」
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
大
庭
氏
は
当
時
三
河
国
守
護
で
あ
っ
た
高
師
泰
の
被
官
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
大
庭
氏
に
は
直
義
方
と
高
方
に
そ
れ
ぞ
れ
つ
く
一
族
が
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
河
大
庭
氏
が
南
北
朝
期
に
は
足
利
氏
の
被
官
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
が
、
他
の
諸
氏
と
は
違
う
か
た
ち
で
足
利
氏
に
し
た
が
っ
た
こ
と
に
な
る
。
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そ
れ
は
関
東
で
の
大
庭
氏
の
存
在
が
希
薄
に
な
っ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
り
、
三
河
国
に
新
天
地
を
求
め
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
つ
ぎ
に
、
額
田
郡
の
大
庭
氏
が
さ
ら
に
寛
正
六
年
（
一
四
六
五
）
に
、
ふ
た
た
び
つ
ぎ
の
史
料
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
い
。
（
之
）
（
折
紙
）
額
田
郡
牢
人
交
名
・
注
文
・
・
（
子
）
一
丸
山
中
務
丞
・
父
ハ
為
此
事
本
人
討
死
一
同
名
彦
三
郎
中
務
弟
也
一
同
弟
出
家
両
人
（
尉
）
一
大
庭
次
郎
左
衛
門
・
一
同
弟
長
満
寺
（
尾
尻
）
（
太
）
一
・
・
同
子
七
郎
三
郎
一
高
力
（
中
略
）
以
上
此
分
貞
雄
親
元
裏
封
（
１４
）
※
（
）
は
別
本
奥
書
に
よ
る
異
同
の
注
こ
の
史
料
は
、
寛
正
六
年
の
段
階
で
、
三
河
額
田
郡
で
ふ
た
た
び
「
牢
人
」
の
一
揆
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
な
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か
に
「
大
庭
次
郎
左
衛
門
」（
傍
線
部
）
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
「
牢
人
」
た
ち
に
つ
い
て
、
前
掲
の
『
新
編
岡
崎
市
史
中
世
２
』
は
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
「
一
揆
」
は
、
当
該
期
に
室
町
幕
府
将
軍
足
利
義
政
に
対
し
て
む
す
ば
れ
た
「
一
揆
」
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
対
立
す
る
鎌
倉
公
方
足
利
成
氏
の
意
を
受
け
て
結
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
義
政
は
こ
の「
一
揆
」
の
討
伐
を
政
所
執
事
伊
勢
氏
に
命
じ
、
ほ
ど
な
く
こ
の
「
一
揆
」
は
収
束
を
み
た
、
と
。
当
該
期
の
政
治
的
な
去
就
は
さ
て
お
き
、
さ
し
あ
た
り
三
河
国
の
大
庭
氏
が
一
五
世
紀
半
ば
に
至
っ
て
も
三
河
国
に
「
牢
人
」
と
し
て
土
着
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
い
。「
牢
人
」
と
は
幕
府
側
か
ら
み
た
呼
称
で
あ
り
、
実
際
は
「
国
」（
地
域
）
の
有
力
領
主
、
す
な
わ
ち
「
国
人
」
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
で
は
こ
の
大
庭
氏
の
本
拠
地
は
ど
こ
で
あ
る
の
か
。『
新
編
岡
崎
市
史
中
世
２
』
は
、
大
庭
氏
の
菩
提
寺
と
し
て
愛
知
県
幸
田
町
深
溝
の
日
蓮
宗
寺
院
長
満
寺
を
あ
げ
、
同
寺
の
縁
起
で
正
慶
元
年
（
一
三
三
二
）
に
「
大
場
朝
泰
」
が
深
溝
城
に
移
住
し
た
と
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
か
つ
て
太
田
亮
氏
が
採
集
し
た
深
溝
の
大
場
氏
と
、
三
河
に
お
け
る
足
利
氏
家
臣
大
庭
氏
を
、
こ
こ
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
（
太
）
こ
の
点
で
注
目
す
べ
き
は
、
史
料
に
「
大
庭
次
郎
左
衛
門
尉
」
の
「
弟
長
満
寺
」「
同
子
七
郎
三
郎
」
と
あ
る
点
で
あ
る
（
傍
線
部
）。
こ
の
「
長
満
寺
」
が
、
さ
き
に
み
た
深
溝
大
庭
氏
の
菩
提
寺
長
満
寺
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
長
満
寺
と
は
、
大
庭
氏
の
一
族
が
檀
那
か
僧
侶
と
し
て
開
基
し
た
寺
院
で
あ
ろ
う
。
当
時
か
ら
日
蓮
宗
で
あ
る
か
は
と
も
か
く
、
在
地
領
主
ま
た
は
土
豪
の
子
弟
が
関
連
寺
院
に
入
寺
し
一
族
の
菩
提
を
弔
う
こ
と
は
、
一
般
に
よ
く
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
も
、
深
溝
の
大
庭
氏
が
、
観
応
の
時
代
の
大
庭
氏
の
後
裔
で
あ
り
、
か
つ
土
着
し
て
城
郭
を
築
く
勢
力
を
持
つ
地
域
領
主
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。と
こ
ろ
で
深
溝
城
は
、
そ
の
後
三
河
国
松
平
氏
の
一
族
で
あ
る
深
溝
松
平
氏
の
居
城
と
な
る
。
そ
の
祖
忠
定
が
大
庭
（
大
場
）
二
郎
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左
衛
門
を
討
っ
て
手
に
入
れ
た
と
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
な
ど
に
は
あ
る
が
、
実
際
は
祖
父
正
則
の
代
で
あ
る
と
い
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
松
平
（
徳
川
）
家
が
深
溝
大
庭
氏
を
滅
ぼ
し
て
深
溝
城
を
居
城
に
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
（
図
３
と
し
て
周
辺
の
地
図
を
掲
げ
る
）。
し
か
し
深
溝
松
平
氏
の
家
臣
団
な
ど
に
は
大
庭
氏
は
見
当
た
ら
な
い
。
や
は
り
深
溝
大
庭
氏
は
、
そ
の
後
の
三
河
国
に
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
（
１５
）
。
さ
て
、
以
上
述
べ
て
き
た
三
河
国
の
大
庭
氏
に
つ
い
て
は
、
土
佐
大
庭
氏
と
の
関
わ
り
が
濃
厚
に
う
か
が
わ
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
図３ 寛正６年額田郡一揆関係図（『新編岡崎市史中世２』より引用）
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『
大
庭
世
系
図
』
は
景
行
の
三
河
に
お
け
る
松
平
広
忠
・
家
康
と
の
接
触
を
記
述
す
る
。
そ
の
記
載
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
三
河
国
に
足
利
氏
被
官
と
し
て
の
大
庭
氏
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
松
平
氏
と
の
接
触
（
実
際
に
は
戦
争
に
よ
る
排
除
だ
が
）
も
明
ら
か
で
あ
る
（
１６
）
。
こ
の
三
河
大
庭
氏
の
事
績
が
、
土
佐
大
庭
氏
の
系
譜
認
識
に
流
れ
込
ん
で
い
る
可
能
性
は
か
な
り
高
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
土
佐
大
庭
氏
の
ル
ー
ツ
を
、
こ
の
足
利
氏
被
官
で
あ
る
深
溝
大
庭
氏
に
求
め
て
も
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
【
遠
江
国
の
大
庭
氏
】
つ
ぎ
に
遠
江
国
の
大
庭
氏
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
さ
き
の
太
田
亮
氏
の
指
摘
を
受
け
て
『
戦
国
遺
文
今
川
氏
編
』
を
検
索
し
た
と
こ
ろ
、
京
都
大
学
総
合
博
物
館
の
所
蔵
に
か
か
る
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
史
料
に
接
し
た
（
１７
）
。
遠
江
か
し
日
記
此
内
四
百
文
う
け
と
り
申
候
、
壱
貫
弐
百
問
、
此
間
松
下
善
久
入
道
殿
代
子
銭
自
□
□
出
候
、
金
壱
両
料
足
四
百
文
、
同
松
下
善
久
入
道
殿
か
り
、
六
月
十
七
日
（
中
略
）
引
馬
未
進
か
し
銭
六
貫
四
百
文
、
半
城
上
様
御
か
り
飯
尾
右
衛
門
尉
殿
此
内
三
〆
二
百
文
う
け
取
申
候
、
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大
庭
但
馬
守
殿
両
人
、
御
一
筆
ニ
候
、
三
貫
文
、
江
馬
五
郎
衛
門
入
道
殿
三
文
字
十
二
三
年
利
不
出
候
、
か
り
壱
貫
四
百
五
十
文
、
あ
さ
い
な
八
郎
三
郎
殿
か
り
申
候
て
、
す
る
か
ふ
中
へ
御
文
を
と
り
御
し
さ
い
申
ま
い
ら
せ
候
、
壱
貫
文
、
松
下
源
太
左
衛
門
殿
か
り
此
西
と
り十
二
月
日
い
ぬ
弐
貫
文
、
松
下
源
太
左
衛
門
殿
か
り
さ
か
い
ニ
て
か
し
申
候
、
二
月
日
（
中
略
）
以
上
合
永
禄
十
一
年
十
月
吉
日
光
高
（
花
押
）
ま
ず
こ
こ
か
ら
、
永
禄
一
一
年
（
一
五
六
八
）
の
遠
江
国
に
、「
大
庭
但
馬
守
」
を
名
乗
る
人
物
を
確
認
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
（
傍
線
部
）。
戦
国
期
の
遠
江
に
は
大
庭
氏
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
で
は
こ
の
史
料
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
。
若
干
検
討
し
よ
う
。
こ
の
史
料
は
、
京
都
大
学
総
合
博
物
館
蔵
『
幸
田
文
書
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。『
幸
田
文
書
』
は
全
二
七
通
の
史
料
群
で
あ
る
が
、
原
史
料
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
伊
勢
神
宮
の
御
師
で
あ
る
幸
田
氏
の
所
蔵
に
か
か
る
文
書
群
で
あ
る
こ
と
が
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判
明
し
た
（
１８
）
。
と
く
に
近
世
初
頭
の
慶
長
年
間
に
は
、
幸
田
光
永
が
三
河
・
遠
江
・
信
濃
三
国
の
道
者
を
把
握
し
て
い
る
こ
と
が
史
料
か
ら
判
明
し
（
１９
）
、
こ
の
点
か
ら
考
え
て
、
永
禄
一
一
年
の
「
光
高
」
は
「
光
」
の
通
字
か
ら
幸
田
氏
で
あ
り
、
中
世
か
ら
遠
江
国
の
道
者
職
を
把
握
し
て
い
る
御
師
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
こ
の
観
点
か
ら
こ
の
史
料
を
把
握
す
る
な
ら
ば
、
伊
勢
御
師
が
遠
江
地
域
で
信
仰
を
拡
げ
る
と
同
時
に
金
融
行
為
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
伊
勢
御
師
は
信
仰
と
経
済
を
融
合
さ
せ
た
信
用
経
済
の
担
い
手
で
あ
り
、
こ
の
史
料
も
今
後
、
伊
勢
神
宮
と
関
係
が
深
い
遠
江
国
の
地
域
権
力
と
の
関
連
で
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
（
２０
）
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
日
を
期
し
た
い
。
と
こ
ろ
で
つ
ぎ
に
こ
こ
に
登
場
す
る
人
物
で
あ
る
が
、
遠
江
の
引
馬
の
飯
尾
氏
、
松
下
氏
、
江
馬
氏
ら
こ
の
地
域
に
展
開
す
る
武
士
の
名
字
を
持
つ
も
の
が
多
く
、
特
に
引
馬
飯
尾
氏
は
、
引
馬
城
に
よ
る
戦
国
期
の
遠
江
を
代
表
す
る
地
域
権
力
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
史
料
の
彼
ら
は
、
現
在
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
飯
尾
氏
、
松
下
氏
、
江
馬
氏
ら
の
実
名
に
は
該
当
し
な
い
人
物
ば
か
り
で
、
お
そ
ら
く
は
庶
子
あ
る
い
は
家
臣
筋
の
人
々
と
推
測
で
き
る
（
２１
）
。
そ
し
て
そ
の
中
に
混
じ
っ
て
、
従
来
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
「
大
庭
但
馬
守
」
が
出
現
し
た
わ
け
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
引
馬
飯
尾
氏
は
徳
川
家
康
に
滅
ぼ
さ
れ
、
家
康
に
よ
っ
て
該
地
に
は
浜
松
城
が
建
設
さ
れ
、
徳
川
氏
の
一
拠
点
と
な
る
。
し
て
み
る
と
、
こ
こ
に
確
認
さ
れ
た
大
庭
氏
も
、
そ
の
後
徳
川
氏
と
接
触
し
て
も
お
か
し
く
な
い
存
在
と
言
え
る
。『
世
系
図
』
に
お
い
て
大
庭
氏
の
一
類
が
遠
江
に
展
開
し
て
お
り
、
や
が
て
徳
川
氏
と
接
触
す
る
、
と
い
う
記
述
は
、
こ
う
し
た
遠
江
大
庭
氏
の
お
か
れ
た
状
況
を
反
映
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
点
、
近
世
に
お
い
て
山
内
家
の
家
老
職
に
あ
っ
た
孕
石
氏
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。
孕
石
氏
は
山
内
家
の
重
臣
だ
が
、
そ
の
出
自
に
つ
い
て
は
所
見
が
得
ら
れ
な
い
（
２２
）
。
し
か
し
諸
史
料
に
徴
す
る
と
、
孕
石
氏
は
遠
江
国
原
田
庄
を
領
し
た
原
氏
の
一
族
で
、
そ
の
後
今
川
氏
の
家
臣
と
な
り
文
書
を
残
し
て
い
る
一
族
を
出
し
て
い
る
（
２３
）
。
土
佐
の
孕
石
氏
の
出
自
と
し
て
、
こ
の
遠
江
孕
石
氏
を
位
置
づ
け
て
良
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
同
じ
遠
江
に
出
自
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を
持
つ
大
庭
氏
―
そ
の
一
類
は
三
河
国
の
大
庭
氏
と
族
縁
関
係
を
持
つ
か
も
し
れ
な
い
が
―
が
、
孕
石
氏
と
と
も
に
の
ち
に
山
内
氏
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
可
能
性
も
出
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
遠
江
大
庭
氏
が
展
開
し
た
地
域
に
存
在
す
る
浜
松
庄
は
、
三
河
吉
良
氏
の
所
領
で
あ
っ
た
時
期
が
あ
り
、
大
庭
氏
の
系
譜
を
考
え
る
際
、
こ
こ
で
も
吉
良
氏
一
族
と
の
接
点
も
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
点
も
今
後
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
お
わ
り
に
以
上
、
い
さ
さ
か
煩
雑
に
わ
た
っ
た
が
、
現
在
可
能
な
限
り
で
実
際
の
大
庭
氏
の
痕
跡
を
諸
史
料
に
探
っ
て
み
た
。「
二
」
末
尾
で
示
し
た
土
佐
大
庭
氏
の
中
世
系
譜
認
識
に
お
け
る
留
意
点
に
即
し
て
、
最
後
に
そ
の
展
開
と
土
佐
大
庭
氏
と
の
関
連
を
整
理
し
て
本
稿
を
閉
じ
よ
う
。
『
世
系
図
』
か
ら
み
た
土
佐
大
庭
氏
の
軌
跡
で
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
点
は
三
つ
あ
っ
た
。
ま
ず
足
利
氏
と
の
関
連
だ
が
、
吉
良
氏
と
の
関
連
も
ふ
く
め
、
武
蔵
・
相
模
、
三
河
に
お
け
る
大
庭
氏
の
展
開
が
密
接
に
関
連
す
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
つ
ぎ
に
三
河
〜
遠
江
に
展
開
す
る
大
庭
氏
は
、
ま
さ
に
東
国
か
ら
東
海
地
域
に
活
躍
の
場
を
移
し
た
大
庭
氏
の
姿
を
映
し
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
両
地
域
に
お
け
る
国
人
と
し
て
の
活
躍
が
、
や
が
て
諸
大
名
と
の
接
触
を
深
め
、
そ
し
て
山
内
氏
の
配
下
と
な
る
、
以
上
で
あ
る
。
『
世
系
図
』
は
、
こ
れ
を
独
自
の
世
界
と
し
て
描
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
中
世
史
料
に
み
ら
れ
る
そ
の
姿
を
追
っ
て
み
る
と
、
そ
の
背
景
に
は
以
上
の
よ
う
な
実
像
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
土
佐
大
庭
氏
が
生
き
て
き
た
世
界
を
ま
さ
に
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
れ
は
、
東
国
武
士
で
あ
る
大
庭
氏
が
、
や
が
て
土
佐
大
庭
氏
へ
と
連
な
る
一
つ
の
「
軌
跡
」
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を
ま
ぎ
れ
も
な
く
意
味
し
て
い
る
、
と
言
え
る
も
の
と
考
え
る
。
ま
こ
と
に
中
世
武
士
の
転
変
は
多
彩
な
様
相
を
見
せ
る
。『
世
系
図
』
は
そ
の
一
端
を
ま
さ
し
く
語
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
論
考
に
お
い
て
、
そ
の
一
端
な
り
と
も
描
き
出
せ
た
と
す
れ
ば
、
筆
者
と
し
て
も
幸
い
で
あ
る
。
【
付
記
】
専
修
大
学
文
学
部
哲
学
科
教
授
大
庭
健
氏
は
、
筆
者
が
専
修
大
学
に
赴
任
し
た
当
初
に
、
ご
所
蔵
に
な
る
『
大
庭
氏
世
系
図
』
の
諸
本
の
存
在
を
示
さ
れ
、
そ
の
研
究
を
促
さ
れ
た
。
今
回
、
そ
の
中
世
部
分
な
り
と
も
、
わ
ず
か
な
が
ら
で
あ
る
が
、
所
見
が
示
せ
た
こ
と
を
幸
い
と
し
、
大
庭
先
生
の
ご
教
示
に
感
謝
し
た
い
。
注（１
）
こ
う
し
た
研
究
動
向
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
井
上
聡
「
御
家
人
と
荘
園
公
領
制
」（
五
味
文
彦
編
『
京
・
鎌
倉
の
王
権
』
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
三
年
）、
秋
山
哲
雄
「
都
市
鎌
倉
の
東
国
御
家
人
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
九
五
、
二
○
○
五
年
）
な
ど
を
参
照
。
な
お
筆
者
も
こ
う
し
た
視
角
か
ら
主
に
千
葉
氏
を
事
例
と
し
て
武
士
論
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。
拙
著
『
中
世
東
国
の
地
域
社
会
史
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
五
年
、
同
『
蒙
古
合
戦
と
鎌
倉
幕
府
の
滅
亡
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
参
照
。
（
２
）
大
庭
氏
の
系
譜
（
系
図
）
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
石
井
進
「
相
武
の
武
士
団
」（『
鎌
倉
武
士
の
実
像
』
平
凡
社
、
一
九
八
七
年
。
初
出
一
九
八
一
年
）
が
最
も
詳
し
い
。
そ
の
他
湯
山
学
『
相
模
武
士
一
鎌
倉
党
』（
戎
光
祥
出
版
、
二
○
一
〇
年
）、
関
幸
彦
『
そ
の
後
の
東
国
武
士
団
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
○
一
一
年
）
を
あ
げ
る
に
と
ど
め
る
。
（
３
）
中
世
武
士
の
系
譜
（
系
図
）
研
究
は
膨
大
な
蓄
積
が
あ
る
が
、
近
年
の
代
表
的
な
成
果
と
し
て
は
峰
岸
純
夫
・
入
間
田
宣
夫
・
白
根
靖
大
編
『
中
世
武
家
系
図
の
史
料
論
』
上
・
下
（
高
志
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
が
あ
る
。
し
か
し
そ
こ
に
お
い
て
も
近
世
を
意
識
し
た
研
究
は
少
な
い
。
こ
の
点
、
近
世
藩
の
中
に
お
け
る
中
世
武
士
の
系
譜
認
識
を
追
求
し
た
前
嶋
敏
「
米
沢
藩
中
条
氏
に
お
け
る
系
譜
認
識
と
文
書
管
理
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
八
二
、
二
○
一
四
年
）
は
貴
重
な
成
果
で
あ
る
が
、
未
だ
検
討
課
題
の
多
い
分
野
と
言
え
よ
う
。
（
４
）
土
佐
山
内
家
宝
物
資
料
館
の
藤
田
雅
子
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
土
佐
藩
で
は
『
御
侍
中
先
祖
書
系
図
牒
』
な
る
家
臣
の
系
譜
の
書
き
上
げ
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
甲
・
乙
本
と
ほ
ぼ
同
じ
大
庭
氏
の
世
系
が
調
査
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
牒
の
成
立
な
ど
に
つ
い
て
は
精
査
が
必
要
で
あ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
し
か
し
こ
の
事
実
に
よ
り
、
甲
〜
丙
本
が
土
佐
藩
の
系
譜
調
査
と
密
接
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
専修人文論集１００号 50
る
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
よ
う
。
貴
重
な
資
料
の
所
在
を
ご
教
示
い
た
だ
き
、
同
牒
の
大
庭
氏
関
連
部
分
の
複
写
を
恵
与
さ
れ
た
藤
田
氏
に
深
く
感
謝
し
た
い
。
な
お
こ
れ
ら
の
ご
教
示
は
二
○
一
六
年
八
月
二
七
日
の
土
佐
の
現
地
お
よ
び
資
料
館
の
調
査
の
際
に
頂
戴
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
く
。
（
５
）
石
井
前
掲
「
相
武
の
武
士
団
」。
（
６
）
な
お
こ
れ
ら
と
は
別
に
、
戦
国
期
の
毛
利
氏
家
臣
に
大
庭
賢
兼
が
い
る
。
彼
は
『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
を
集
大
成
し
た
武
士
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
米
原
正
義
『
戦
国
武
将
と
茶
の
湯
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
）
一
二
頁
参
照
。
な
お
近
年
、
大
庭
賢
兼
の
事
績
と
系
譜
を
詳
し
く
究
明
し
た
菅
原
郁
子
『
源
氏
物
語
の
伝
来
と
享
受
の
研
究
』（
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
一
六
年
）
が
あ
り
、
と
く
に
第
二
篇
第
三
章
「
大
内
家
・
毛
利
家
周
辺
の
源
氏
学
―
大
庭
賢
兼
を
中
心
に
―
」
が
賢
兼
の
系
譜
を
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
毛
利
氏
家
臣
大
庭
氏
も
桓
武
平
氏
鎌
倉
党
の
系
譜
を
引
く
と
す
る
ら
し
い
が
、
東
国
か
ら
の
転
変
の
詳
細
は
不
明
ら
し
い
。
な
お
こ
の
大
庭
氏
は
太
田
亮
氏
が
説
く
石
見
大
庭
氏
の
一
流
と
の
こ
と
で
あ
る
。
土
佐
大
庭
氏
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
い
ま
の
と
こ
ろ
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
（
７
）
鶴
岡
八
幡
宮
の
小
別
当
に
つ
い
て
は
、『
鎌
倉
市
史
社
寺
編
』（
鎌
倉
市
、
一
九
五
九
年
）
に
記
述
が
あ
る
。
小
別
当
大
庭
氏
に
つ
い
て
は
山
田
邦
明
『
鎌
倉
府
と
関
東
』（
校
倉
書
房
、
一
九
九
五
年
）
に
関
説
が
あ
る
。
ま
た
『
相
州
文
書
』
所
収
の
『
大
庭
文
書
』
に
つ
い
て
は
、
湯
山
学
『
中
世
の
鎌
倉
鶴
岡
八
幡
宮
の
研
究
』（
私
家
版
、
一
九
九
三
年
）
に
復
元
と
紹
介
が
あ
る
。
（
８
）
こ
の
史
料
は
、
横
浜
市
歴
史
博
物
館
編
『
蒔
田
の
吉
良
氏
』（
同
館
、
二
○
一
四
年
）
五
七
頁
に
所
引
。
（
９
）
『
ざ
・
ち
ゅ
う
お
う
ぷ
れ
す
』
七
一
（
世
田
谷
区
立
中
央
図
書
館
、
二
○
一
一
年
）「
特
集
１
大
場
氏
と
代
官
屋
敷
」
参
照
。
（
１０
）
荻
野
三
七
彦
『
関
東
武
士
研
究
叢
書
４
吉
良
氏
の
研
究
』（
名
著
出
版
、
一
九
七
五
年
）、
谷
口
雄
太
「
武
蔵
吉
良
氏
の
散
在
所
領
と
関
係
地
域
」
（『
品
川
歴
史
館
紀
要
』
二
四
、
二
○
○
九
年
）、「
戦
国
期
に
お
け
る
三
河
吉
良
氏
の
動
向
」（『
戦
国
史
研
究
』
六
六
、
二
○
一
三
年
）
な
ど
を
参
照
。
（
１１
）
「
額
田
郡
一
揆
交
名
注
文
写
」『
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
文
書
』（『
新
編
岡
崎
市
史
史
料
古
代
・
中
世
６
』
一
一
七
三
頁
所
引
）。
本
文
書
は
写
で
あ
り
、
包
紙
ウ
ハ
書
・
端
書
な
ど
は
省
略
し
た
。
（
１２
）
『
新
編
岡
崎
市
史
中
世
２
』（
岡
崎
市
、
一
九
八
九
年
）
二
八
一
頁
。
な
お
同
書
は
、
本
史
料
は
も
と
粟
生
氏
に
伝
来
し
た
も
の
で
、
元
禄
一
六
年
（
一
七
〇
三
）
に
加
賀
金
澤
藩
主
前
田
綱
紀
が
後
藤
某
か
ら
借
り
て
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
跋
文
で
判
明
す
る
と
す
る
。
（
１３
）
新
行
紀
一
「
足
利
氏
の
三
河
額
田
郡
支
配
」（
田
中
大
喜
編
『
下
野
足
利
氏
』〈
戎
光
祥
出
版
、
二
○
一
三
年
。
初
出
一
九
八
○
年
〉）。
（
１４
）
「
額
田
郡
牢
人
交
名
注
文
案
」『
松
平
乗
承
家
蔵
古
文
書
所
収
文
書
』（『
新
編
岡
崎
市
史
史
料
古
代
・
中
世
６
』
一
〇
八
〇
所
引
）。
同
書
「
中
世
編
解
題
」
に
よ
れ
ば
、
同
文
書
は
旧
西
尾
藩
主
大
給
松
平
家
の
家
伝
文
書
の
謄
写
本
で
あ
る
。
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（
１５
）
深
溝
松
平
氏
の
事
績
と
家
臣
団
編
成
に
つ
い
て
は
、
平
野
明
夫
『
三
河
松
平
一
族
』（
新
人
物
往
来
社
、
二
○
○
一
年
）、
鈴
木
将
典
「
三
河
国
衆
と
し
て
の
深
溝
松
平
氏
」（
久
保
田
昌
希
編
『
松
平
家
忠
日
記
と
戦
国
社
会
』
岩
田
書
院
、
二
○
一
一
年
）
を
参
照
。
ち
な
み
に
『
家
忠
日
記
』
で
著
名
な
松
平
家
忠
は
深
溝
松
平
氏
の
系
譜
を
ひ
く
一
族
で
あ
る
。
（
１６
）
こ
の
場
合
、
深
溝
松
平
氏
に
滅
ぼ
さ
れ
た
大
庭
氏
の
一
流
が
、
松
平
氏
宗
家
と
接
触
し
そ
の
家
臣
と
な
る
こ
と
は
あ
り
得
る
こ
と
の
一
つ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
「
実
証
」
は
で
き
な
い
。
（
１７
）
『
戦
国
遺
文
今
川
氏
編
第
四
巻
補
遺
』

二
七
三
三
。
（
１８
）
二
○
一
六
年
一
一
月
一
四
日
、
京
都
大
学
総
合
博
物
館
に
お
い
て
全
体
を
実
見
し
た
。
閲
覧
に
際
し
て
便
宜
に
預
か
っ
た
同
館
の
谷
徹
也
氏
に
感
謝
し
た
い
。
こ
こ
で
同
文
書
お
よ
び
「
遠
江
か
し
日
記
」
の
基
本
的
な
史
料
情
報
を
記
し
て
お
く
。『
幸
田
文
書
』
は
本
史
料
「
遠
江
か
し
日
記
」（
以
下
「
日
記
」
と
略
す
）
を
最
古
の
も
の
と
し
、
以
降
、
天
正
・
慶
長
・
正
保
・
慶
安
・
承
応
・
明
暦
・
寛
文
・
貞
享
・
元
禄
・
享
保
・
宝
暦
と
い
っ
た
一
七
世
紀
〜
一
八
世
紀
半
ば
に
至
る
二
七
通
の
文
書
群
で
あ
る
。
状
態
は
う
ぶ
な
ま
ま
で
折
り
た
た
ま
れ
て
い
る
。
各
史
料
に
は
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
整
理
番
号
が
付
さ
れ
て
お
り
、「
日
記
」
は

２４
で
あ
る
。
全
体
を
解
説
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
幸
田
源
内
（
大
夫
）・
幸
田
大
夫
を
名
乗
る
伊
勢
御
師
に
関
わ
る
文
書
群
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
点
、「
日
記
」
に
は
、
後
述
す
る
遠
江
国
の
武
士
松
下
氏
へ
の
貸
借
に
つ
き
、「
参
宮
時
」
と
あ
り
、
伊
勢
参
宮
と
の
関
係
が
推
測
で
き
、
こ
の
点
で
共
通
性
が
あ
る
。
こ
の
史
料
群
に
つ
い
て
の
検
討
結
果
の
公
表
は
後
日
を
期
し
た
い
。
（
１９
）
慶
長
九
年
（
一
六
○
四
）
幸
田
光
永
証
状
（

１６
）
は
、
幸
田
胤
蔵
に
宛
て
た
証
状
で
、
一
族
内
部
で
の
道
者
職
の
譲
与
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
関
し
て
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に
、
こ
の
点
の
記
述
が
あ
る
の
で
左
に
掲
げ
て
お
く
。
切
紙
に
て
申
入
候
、
三
川
・
遠
江
・
信
濃
合
三
ケ
所
之
御
道
者
、
親
に
て
候
了
心
持
分
一
円
其
方
江
ゆ
つ
り
候
は
ん
由
、
前
々
よ
り
け
い
や
く
の
事
、
親
類
共
何
も
存
候
、
今
度
了
心
其
方
を
せ
つ
か
ん
の
た
め
に
右
之
御
道
者
之
う
ち
を
我
等
な
ど
に
も
く
れ
候
ハ
ん
書
付
を
な
さ
れ
候
由
承
候
処
、
其
後
又
兄
に
て
候
孫
兵
衛
・
半
衛
門
方
を
以
了
心
江
其
方
理
被
申
候
処
、
了
心
被
聞
分
、
如
前
々
其
方
江
ゆ
つ
ら
れ
候
事
目
出
候
、
た
と
ひ
了
心
御
覚
悟
相
違
候
て
不
被
聞
分
、
其
方
へ
ゆ
つ
り
の
う
ち
、
我
等
な
ど
に
有
共
、
申
請
候
ハ
ん
覚
悟
に
て
之
無
候
、
不
及
申
候
へ
共
、
其
故
ハ
件
之
三
ケ
所
之
御
道
者
之
事
ハ
、
其
方
若
年
よ
り
了
心
け
い
や
く
暦
然
に
候
間
、
不
及
沙
汰
候
、
此
上
ハ
了
心
の
書
物
い
つ
か
た
よ
り
出
候
共
、
ほ
ん
こ
た
る
よ
し
候
、
於
子
々
孫
々
異
乱
煩
有
ま
し
く
候
、
為
後
日
如
件
、
慶
長
九
年
申
辰
壬
八
月
廿
六
日
幸
田
源
左
衛
門
尉光
永
（
花
押
）
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幸
田
種
蔵
と
の
ま
い
る
こ
の
史
料
の
記
載
、
特
に
傍
線
部
か
ら
、
少
な
く
と
も
慶
長
初
年
の
時
点
で
、
伊
勢
御
師
と
し
て
の
幸
田
家
が
、
三
河
・
遠
江
・
信
濃
の
伊
勢
道
者
職
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
よ
う
。
（
２０
）
伊
勢
御
師
と
金
融
活
動
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
久
田
松
和
則
『
伊
勢
御
師
と
旦
那
』（
弘
文
堂
、
二
○
○
四
年
）、
千
枝
大
志
『
中
近
世
伊
勢
神
宮
地
域
の
貨
幣
と
商
業
組
織
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
一
一
年
）
な
ど
を
参
照
。
（
２１
）
こ
こ
に
登
場
す
る
人
物
に
つ
い
て
は
、『
戦
国
遺
文
今
川
氏
編
第
四
巻
』
の
人
名
索
引
、『
浜
松
市
史
一
』（
浜
松
市
役
所
、
一
九
六
八
年
）、
『
浜
松
市
史
通
史
編
二
』（
浜
松
市
役
所
、
一
九
七
一
年
）、
久
保
田
昌
希
『
戦
国
大
名
今
川
氏
と
領
国
支
配
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
五
年
）
第
一
編
第
二
章
三
「「
遠
州
忩
劇
」
考
」、
糟
谷
幸
裕
「「
境
目
」
の
地
域
権
力
と
戦
国
大
名
」（
渡
邊
尚
志
編
『
移
行
期
の
東
海
地
域
史
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
が
、
い
ず
れ
も
未
確
認
の
人
物
ば
か
り
で
あ
る
。
し
か
し
遠
江
国
の
浜
松
庄
、
引
馬
周
辺
に
い
る
武
士
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
か
ら
、
そ
の
一
族
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
（
２２
）
土
佐
の
孕
石
氏
に
つ
い
て
は
、
松
岡
司
『
土
佐
藩
家
老
物
語
』（
高
知
新
聞
社
、
二
○
○
一
年
）
を
参
照
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
孕
石
氏
は
山
内
氏
の
掛
川
時
代
以
来
の
『
御
使
母
衣
』
の
格
式
を
持
ち
、
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
に
山
内
忠
豊
の
守
役
を
命
じ
ら
れ
、
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
に
は
家
老
本
職
と
な
っ
た
と
い
う
。
（
２３
）
遠
江
孕
石
氏
と
『
孕
石
文
書
』
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
村
井
章
介
「
遠
江
国
原
田
庄
の
地
頭
支
配
―
孕
石
文
書
寸
考
―
」（
同
『
中
世
史
料
と
の
対
話
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
、
初
出
一
九
九
二
年
）
を
参
照
。
